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今までの活動内容と実績

平成２５年度：医療・介護・福祉関連事業所など社会資源
データーを収集。収集したデーターをメーリング
リストに掲載。

平成２６年度：ホームページ開設に向けて検討。
年度末に「こぶしネット」ホームページを開設。

平成２７年度：ホームページの内容について検討。

平成２８年度：研修会等の情報をホームページへ掲載する為
のガイドラインを作成。研修会等掲載申込書を
作成。



平成２９年度：医療・介護連携シート、入院時情報提供書をホーム
ページに掲載。ホームページの普及啓発を検討。
大学ボランティア学生の情報収集。
障がい福祉サービスから介護保険サービスへの
スムーズな移行について、ケアマネジャーへの
アンケート調査を実施→障がい者団体がこぶし
ネットへ参加するきっかけにつながる。

平成３０年度：サービス付き高齢者向け住宅や有料老人ホーム
などの介護施設の現状について話し合う。「ケアと
住まいの連絡会（住まいるネット）」が立ち上がり、
こぶしネットへ参加。
社会資源の現状把握を目的としてあんしんサポート
の現状、生活支援コーディネーターの活動内容に
ついての情報収集。



平成３１年度：ホームページの内容について検討
（令和元年） （各関係団体のイベント情報等を掲載はどうか）

生活支援コーディネーターが作成する「お役立ち
地域情報誌」にこぶしネットの活動を掲載すること
になり、内容について検討し完成した。

令和２年度： 社会資源Gの活動・目標について再検討。
新型コロナ禍において困っていることや対策など
を各団体、事業所ごとに情報収集し社会資源Ｇ
で取りまとめ、こぶしネット内で情報共有できるこ
とを目標とした。情報収集の方法としてMCS相談
コーナーを利用し、社会資源Gで質問・相談を投
げかけ、各団体の回答・対応を取りまとめた。
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今後の活動としては、今回の
結果を踏まえ、各団体毎に
もう少し細かい内容について
の取組み等を情報収集し、
その内容を多職種へ発信し
情報共有できるように。


